
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
を
講
じ
た
教
育
活
動
は
、
長
期
戦
の

様
相
を
呈
し
て
き
て
い
る
。「
新
し
い

生
活
様
式
」
が
「
当
た
り
前
の
生
活
様

式
」
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
令
和
四
年
度
も
、
ま
だ
ま
だ
我
慢
を

強
い
ら
れ
る
状
況
は
続
き
そ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
予
測
困
難
な
時
代
を
迎
え
、

学
校
で
は
、「
令
和
の
日
本
型
学
校
教

育
」
を
進
め
な
が
ら
、
働
き
方
改
革
を

は
じ
め
と
し
た
多
く
の
課
題
の
解
決
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
教
員
志
願
者
の
減

少
と
い
う
危
機
に
も
直
面
し
て
い
る
。

　
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
く
に
は
、
全

て
の
会
員
が
「
と
き
わ
人
」
と
し
て
の

責
任
と
自
覚
を
も
ち
、
支
部
活
動
の
充

実
・
発
展
を
図
る
こ
と
に
尽
き
る
。

　
そ
こ
で
、
今
年
度
も
、
支
部
活
動
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「『
あ
』
こ
が
れ
、

『
つ
』
な
が
り
、
そ
し
て
『
み
』
ら
い

へ
」
を
掲
げ
る
こ
と
と
し
た
。
支
部
の

「
あ
・
つ
・
み
」（
活
動
の
厚
み
・
絆

の
厚
み
・
人
材
の
厚
み
）
を
広
げ
る
こ

と
は
、
縦
糸
と
し
て
の
支
部
組
織
の
強

靭
化
で
あ
り
、「
線
」
の
強
化
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
支
部
活
動
に
制
約
が
課
せ

ら
れ
る
中
に
あ
っ
て
、
支
部
組
織
の
母

体
と
な
る
会
員
個
々
の
資
質
・
能
力
の

強
靭
化
も
欠
か
せ
な
い
。「
点
」
の
強

化
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
今
年
度
は
、
会
員
個
々
の

５
つ
の
「
せ
ん
」（「
５
せ
ん
」）
を
磨

く
こ
と
を
加
え
た
。

　
「
５
せ
ん
」
と
は
、
①
自
分
の
強
み

を
発
揮
す
る
「
専
門
性
」、
②
教
育
の

こ
れ
か
ら
の
方
向
を
見
通
す
「
先
見

性
」、
③
磨
き
抜
い
た
指
導
技
術
を
身

に
付
け
る
「
洗
練
さ
」、
④
児
童
生
徒

や
同
僚
あ
る
い
は
と
き
わ
会
に
対
し
て

鋭
い
感
性
・
感
度
を
働
か
せ
る
「
セ
ン

シ
ビ
リ
テ
ィ
」、
⑤
立
ち
居
振
る
舞
い

や
気
遣
い
等
の
人
間
性
の
発
露
と
な
る

「
セ
ン
ス
」
で
あ
る
。

　
会
員
個
々
が
「
点
」
と
し
て
光
り
輝

く
こ
と
で
、
憧
れ
を
生
み
、
つ
な
が
り

を
深
め
、
教
育
の
未
来
を
担
う
人
材
へ

と
育
つ
。
そ
の
こ
と
が
、
盤
石
な
「
線
」

と
し
て
の
支
部
組
織
の
具
現
と
な
る
好

循
環
を
も
た
ら
す
。「
点
と
線
」
の
強
化

に
よ
り
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
。

「
点
と
線
」の
強
化
を

支
部
長　

山

　﨑

　浩

　志

（
62
年
度
）
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「
憧
れ
ら
れ
る
授
業
力
を
身
に
付
け
よ

う
」
を
活
動
方
針
の
中
核
と
し
、
新
し
い

時
代
の
教
育
に
対
応
す
る
実
践
的
な
指
導

力
を
高
め
る
研
修
の
充
実
を
図
っ
て
参
り

ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
た
め
に
、
次
の
三
つ
を
重
点
と
し

た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

⑴
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を

求
め
、
日
々
の
授
業
の
手
が
か
り
や
情

報
共
有
の
場
と
な
る
グ
ル
ー
プ
研
修
の

充
実

⑵
　
会
員
一
人
一
人
の
授
業
実
践
の
成
果

や
課
題
が
分
か
り
、
明
日
の
授
業
に
活

用
さ
れ
る
研
究
集
録
の
発
刊

⑶
　
支
部
や
年
度
、
本
部
事
業
と
の
連
携

を
図
る
多
様
な
研
修
へ
の
参
加
・
推
進

　
私
た
ち
東
蒲
・
五
泉
支
部
会
員
が
、
学

校
現
場
で
《
あ
・
つ
・
み
》
の
「
あ
＝
憧

れ
」
の
存
在
と
な
る
力
を
、
研
修
を
通
し

て
身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
対
面

の
良
さ
、
リ
モ
ー
ト
の
良
さ
を
生
か
し
て

効
果
的
な
研
修
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
、

そ
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。
日
々
の
授
業

こ
そ
研
究
的
に
行
い
、
実
践
を
積
む
こ
と

で
力
を
付
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
広
報
誌
「
源
清
流
清
」
の
四
年
目
の
発

行
と
な
り
ま
す
。
今
年
度
も
東
蒲
原
地
区

と
五
泉
地
区
に
勤
務
す
る
会
員
同
士
の
顔

が
分
か
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
在
住
の
Ｏ

Ｂ
会
員
の
皆
様
と
も
つ
な
が
る
広
報
誌
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
支
部
情
報
ボ
ッ
ク
ス
」
を
、
積

極
的
に
活
用
し
ま
す
。
支
部
の「
あ
つ
み
」

の
あ
る
取
組
の
様
子
を
、
全
県
の
会
員
に

向
け
て
発
信
し
ま
す
。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
、
学
校
同
士
、
会

員
同
士
の
実
践
交
流
と
、
心
の
交
流
が
い

い
形
で
図
ら
れ
る
よ
う
、
委
員
一
同
尽
力

し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
私
た
ち
の
委
員
会
は
、
支
部
方
針
達
成

の
た
め
の
具
体
的
取
組
と
し
て
、「
地
域

と
連
携
し
た
学
校
づ
く
り
へ
の
知
見
の
集

積
（
実
効
性
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
推
進
）」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
当
支
部
の
小
中
学
校
で
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
二
年
目
と
な
り
、
各
学

校
で
創
意
工
夫
し
て
取
組
を
進
め
て
い
ま

す
。
　
　

　
今
年
度
は
、
さ
ら
に
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
先
進
的
な

実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る
学
校
か
ら
学
ぶ

機
会
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
四
年
度
ス
タ
ー
ト
！

と
き
わ
会
東
蒲
・
五
泉
支
部
の
取
組

　
ウ
イ
ル
ス
禍
の
今
こ
そ
、
会
員
相
互
の

「
つ
な
が
り
」
を
本
委
員
会
は
大
切
に
し

ま
す
。
支
部
の
「
縦
糸
」
と
年
度
・
年
層

等
の
「
横
糸
」
を
紡
ぎ
、
交
流
の
促
進
、

情
報
共
有
を
図
り
ま
す
。

○
会
員
相
互
の
交
流
と
親
睦

自
立
会
員
激
励
会
、
女
性
会
員
の
集
い
、

年
度
代
表
者
会
等
の
事
業
を
通
じ
て
、
交

流
と
親
睦
を
深
め
ま
す
。

○
入
会
促
進
の
取
組

【
目
標
…
支
部
五
名
以
上
】

昨
年
度
は
八
名
の
入
会
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
こ
れ
は
と
い
う
方
へ
の
お
声
掛

け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
地
域
貢
献
活
動
は
、
社
会
的
責
任
と
も

言
わ
れ
、教
育
研
修
団
体
の「
と
き
わ
会
」

が
地
域
社
会
か
ら
「
信
頼
」
を
得
る
た
め

の
活
動
で
す
。

　
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に

よ
り
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
部
に
中
止
が

あ
り
ま
す
が
、
感
染
対
策
を
講
じ
て
実
施

し
ま
す
。

　
①
支
部
か
ら
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
等

　
　
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

　
②
理
科
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
夏
休
み

　
　
わ
く
わ
く
科
学
体
験
」
に
協
力

　
「
と
き
わ
会
」
の
本
旨
に
立
ち
返
り
、

ア
ク
シ
ョ
ン
委
員
会
の
活
動
を
理
解
し
実

践
す
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
時
代
の

  

授
業
力
を
身
に
付
け
る
研
修
を

支
部
の
「
縦
糸
」

　 

年
度
・
年
層
等
の
「
横
糸
」

五
泉
南
小
学
校

石
田
　
雄
介
　

（
60
年
度
）

五
泉
東
小
学
校

藤
崎
　
善
之
　

（
63
年
度
）

　
広
報
委
員
会
の

　
　
　
　
　
果
た
す
べ
き
役
割

「
信
頼
」
を
得
る
た
め
の
活
動

愛
宕
小
学
校

髙
津
　
清
一
　

（
60
年
度
）

阿
賀
津
川
中
学
校

稲
生
　
一
徳
　

（
３
年
度
）

 

地
域
と
と
も
に
あ
る

　  

　
　
学
校
づ
く
り
の
実
現

大
蒲
原
小
学
校

佐
藤
　
智
昭
　

（
元
年
度
）

● 

研
修
委
員
会 

●

● 

組
織
委
員
会 

●

● 

広
報
委
員
会 

●

● 

ア
ク
シ
ョ
ン
委
員
会 

●

● 

地
域
と
と
も
に
人
づ
く
り
推
進
委
員
会 

●
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